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 量研の環境基本方針及び令和５年度環境目標等に基づき、高崎量子応用研究所（以下

「高崎研」という。）における令和５年度の環境配慮活動計画を以下のとおり定める。 

【環境方針】 

 高崎研の事業運営に当たっては環境への配慮を優先事項と位置づけ、環境に対する目

的・目標等を定め、環境保全に関する法令等を遵守するとともに、安全確保を図りつつ、

エネルギーの節約や環境負荷の低減にとりくみ、地球環境の保全に努める。 

高崎研の環境目的は、以下のように定める。 

(１)環境浄化・保全と資源の有効利用に貢献する研究の推進等 

(２)省エネルギーの推進 

(３)環境保全の促進 

(４)グリーン調達 

【環境目標等】 

１．目標 

環境目的 環境目標 

省エネルギーの推進 

 令和５年度エネルギー消費原単位について、令和元年

年度を開始年度とした５年間の平均に対し、１％以上削

減する。 

 または、令和５年度電気需要平準化評価原単位につい

て、令和元年度を開始年度とした５年間の平均に対し、

１％以上削減する。 

環境保全の促進 環境への影響事故発生ゼロを継続する。 

グリーン調達 特定調達物品等は、調達目標を１００％とする。 

２．実施すべき推進行動 

環境目的 推進行動 

環境浄化・保全と資源の

有効利用に貢献する研究

の推進等 

・環境関連研究成果の発信 

・環境関連研究成果の実用化、技術移転 

・自治体等の環境活動への協力 

省エネルギーの推進 省エネルギー・高効率設備機器活用の推進 

環境保全の促進 

・大気汚染物質、水質汚濁物質の排出基準の遵守 

・放射性物質等の適正な管理、RI 廃棄物の低減 

・プラスチック廃棄物等の抑制、分別回収の徹底、有価

物の回収など廃棄物の低減 

・緑化対策や美化活動による環境整備 

・節水の推進 

・コピー用紙の削減 

グリーン調達 

グリーン購入法適合品が存在しない場合については、

エコマーク等が表示され、環境保全に配慮されている物

品等を調達 




